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２．地殻変動に関する資料 
 
４頁：体積歪計と多成分歪計（埋込式歪計）の配置図 

 
５～７頁：体積歪計 
      蒲郡で 2006 年１月 16 日から 22 日にかけて伸び変化が観測された。これと同様の

変化は、2005 年 7 月 20 日から 22 日にかけて観測された。 

 一部の地点で 2005 年 7 月上旬に降水に伴う変化が見られた。 

 

伊良湖 図中の*1 の変化は局所的なものである。 

蒲郡  2006 年１月 16 日から 22 日にかけて伸び変化が観測された。 

    この歪変化は、佐久間・浜北の多成分歪計で観測された歪変化とほぼ同

期していた。 

    これと同様の変化は、2005 年 7 月 20 日から 22 日にかけて観測された。 

 三ケ日  2005 年７月下旬から８月頃に見られる縮みとその後の回復の変化は、毎

年夏になると見られるもので、水位の変化と相関があり、並行観測して

いる旧観測点でも同様の変化が見られる。2005 年 7 月及び 2006 年４月

中旬から降水に伴う局所的な変化が見られた。 

榛原   2006 年 5 月 3 日に局所的な変化が見られた。 

静岡   ５月頃から７月にかけての伸び変化とその後の縮み変化は、例年見られ

るものである。 

石廊崎 2005 年 8 月 3 日及び 2006 年７月 14 日に局所的な変化が見られた。 

東伊豆 2006 年１月 25 日から、２月 21 日から、３月 30 日から及び４月 17 日か

ら、伊豆半島東方沖の地震活動に伴う縮み変化が見られた。 

    2006 年 4 月 21 日に伊豆半島東方沖の M5.8 の地震に伴うステップ状の変

化が見られた。 

網代  2006 年 4 月 21 日に伊豆半島東方沖の M5.8 の地震に伴うステップ状の変

化が見られた。 

 

８～１２頁：多成分歪計（掛川、春野、佐久間、本川根、浜北） 

        佐久間と浜北で、2006 年１月 16 日から 22 日にかけて歪変化が観測された。こ

れと同様の変化は、2005 年 7 月 20 日から 22 日にかけて観測された。 

        一部の地点で 2005 年 7 月上旬に降水に伴う変化が見られた。 

 

 佐久間および浜北 

2006 年１月 16 日から 22 日にかけて歪変化が観測された。 

この歪変化は、蒲郡の体積歪計で観測された歪変化とほぼ同期してい

た。 

これと同様の変化は、2005年7月20日から22日にかけて観測された。 

なお、浜北で 2005 年 8 月 16 日に見られるステップ状の変化は、宮城県
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沖の地震に伴うものである。 

        本川根 

2006 年春頃から歪４で局所的な変化が見られた。 

        浜北 

2006年７月19日以降、センサーのごく近傍で局所的な変化が見られた。 

 

１３頁：森～掛川～御前崎 間の上下変動 ＜国土地理院資料＞ 

       変動量はわずかであるが、これまでと同様に御前崎側が沈降の傾向を示している。 

 

１４頁：水準点２５９５（御前崎市）の経年変化 ＜国土地理院資料＞ 

       掛川～御前崎の経年変化を表したものである。傾向はこれまでと同じである。 

 

１５頁：平均的な地殻変動からのずれ（大潟固定） ＜国土地理院資料＞ 

上の図：2001年３月27日～2006年７月22日までの新潟県のＧＰＳ大潟観測点

(950241)に対する平均的な地殻変動からの水平方向のずれを示す。東海地方に、南東

方向に変動する領域が見られる。 

下左図：水平成分と同じ期間の上下方向のずれを示す。浜名湖の北東側に隆起の領

域が見られる。 

下右図：1998年１月～2000年１月の新潟県のＧＰＳ大潟観測点(950241)に対する定

常的な地殻変動。 

 

１６～１７頁：東海非定常地殻変動（大潟固定及びマキノ固定）＜国土地理院資料＞ 

大潟観測点及びマキノ観測点を基準とする2002年５月～2006年７月の期間におけ

る毎年の各２ヶ月間毎の変動を示したもの。（32）(33)は大潟固定では若干、南向

きの矢印が見えるが、マキノ固定の方ははっきりしない。最新の(34)では大潟固定、

マキノ固定のどちらの結果でも、東海地域で特段の動きは見られない。 

 

１８～２１頁：１年間で見た東海非定常地殻変動（大潟固定及びマキノ固定）＜国土地理院資料＞ 

（１）は2000年10月～2001年10月、（２）～（６）はそれぞれ2001年～2005年の、

各１年間の変動を示し、（７）は最新の７月22日までのデータで１年間の変動を見

たものである。（５）まではスロースリップを確認することが出来る。（６）と最

新の結果の（７）では、非定常的な変動の水平成分はほとんど見えない。上下変動

も（６）は隆起の中心が少しは見えているが、(７)でははっきりしない状況となっ

ている。 

 

２２頁：東海非定常地殻変動（大潟固定）＜国土地理院資料＞ 

 1997年１月から2006年７月22日までの各観測点の地殻変動の時間変化を示す。 

 どの地点においても最近は、多少のばらつきはあるものの、以前のような変化は

見られなくなっている。 
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２３頁：浜松の時系列グラフ（マキノ固定）＜国土地理院資料＞ 

 1999年１月から2006年７月22日までの浜松の地殻変動の時間変化を示す。前頁の

浜松観測点をマキノ固定で見たものが白丸であり、黒丸は非定常変動のトレンドを

補正したものである。変動が非常に小さい状態が昨年の後半から続いており、今回

の記者説明コメントでは、「プレート境界のゆっくり滑りに起因すると思われる長

期的な地殻変動は、すでに停止していると考えられる」という表現になった。 
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